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連結子会社による孫会社の吸収合併に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成30年4月 18日開催の取締役会において、当社連結子会社である株式会社ダイブ（以下「ダ

イブ」という）が、ダイブの子会社（当社の孫会社）である株式会社アルゴ（以下「アルゴ」という）を吸

収合併することを決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本合併は、連結子会社と孫会社間の合併であるため、開示事項及び内容を一部省略しております。 

 

 

記 

 

１．合併の目的 

当社グループは、自社 IP(Intellectual Property)を活用したアプリケーションならびにシステムを提

供する「クリエーション事業」と、企業の業務用ソフトウェアやシステムの開発を請け負う「ソリューシ

ョン事業」を展開し、主に、個人向けスマートフォンアプリ、企業向けシステム開発、モバイルキッティ

ング、eコマース、AIチャットボットなどのサービスを提供しています。また、新たなサービスの創出を

図り、IoT、ブロックチェーン、自動運転などの実証事業に積極的に取り組んでいます。 

 

当社連結子会社であるダイブは、スマートフォン向け広告事業を中核に、アプリや IVRを活用した企画・

開発・プロモーションのトータルソリューション提供等を行っておりますが、近年のクラウド活用、業務

アプリ開発、企業による動画配信の需要が拡大している中、サーバ構築、アプリ開発を主事業とする開発

会社であるアルゴを平成 29年 12月8日に子会社化（当社の孫会社化）し、開発体制の強化を推進してま

いりました。（平成29年 11月 30日公表） 

 

その後、ダイブの営業力とアルゴの開発力のシナジーを最大化させ、コンサルティングから企画・開発・

運用までをワンストップで実現するサービス提供体制をより堅固なものとし、事業の強化・拡大を図って

まいりましたが、今後、顧客ニーズを捉えた最適なサービスを実現するためには、経営資源の集約による

収益拡大及び効率的な経営管理体制の構築が急務であると判断し、本合併の実施を決定しました。 

 

 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

合併承認取締役会 平成30年 4月 18日 

合併契約締結日 平成30年 4月 18日 

合併期日（効力発生日） 平成30年 6月 01日（予定） 

 

※本合併は、100％子会社を対象とした無対価吸収合併であることから、両社の合併契約に関する株主総会の承認を 

得ることなく行うものであります。 

 



 

 

（２）合併の方式 

ダイブを存続会社とし、アルゴを消滅会社とする吸収合併方式といたします。 

 

（３）合併に係る割当の内容 

アルゴは、ダイブの 100％出資の子会社であるため、本合併による新株式の発行及び金銭等の割当は

ありません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

 

３．合併当事会社の概要（平成 30年 4月 18日現在） 

  存続会社 消滅会社 

（1） 商号 株式会社ダイブ 株式会社アルゴ 

（2） 所在地 東京都千代田区九段南二丁目2番8号 東京都千代田区九段南二丁目2番8号 

（3） 代表者の 

役職・氏名 
代表取締役社長 伊勢上 洋史 代表取締役社長 長谷川 博之 

（4） 事業内容 モバイルソリューション事業、 

モバイルプロモーション事業、 

IVR（自動音声応答）サービス事業 

AWS サーバ構築・移行、業務アプリ 

ケーション・システム開発 

（5） 資本金 18百万円 10百万円 

（6） 設立年月日 平成15年2月20日 平成14年12月10日 

（7） 発行済株式数 222株 200株 

（8） 決算期 5月 5月 

（9） 大株主及び 

持株比率 

日本エンタープライズ株式会社 90.1% 

その他            9.9% 
株式会社ダイブ 100.0% 

 

 

４．合併後の状況 

本合併後に存続会社となるダイブの商号、所在地、代表者の役職・氏名、資本金及び決算期に変更はあ

りません。 

 

 

５．今後の見通し 

本合併が、当社連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

 

以 上 


